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神奈川県の出産期は 2月から 12月と長く、5月に大きなピークと 8月に小さ
なピークの二つを持つこと、また京都府の出産期が 1月から 11 月と長く、5月
に大きなピークを持つことを明らかにした。 
次に神奈川県では 6ヶ月齢で精子形成が開始され、国内で初めて陰茎骨の成
長を調べ海外と同様であること、世界で初めてアライグマの前立腺が 6ヶ月齢
で成熟することを明らかにした。以上より、神奈川県のオスの性成熟は 6ヶ月
齢より開始することを明らかにした。 
また出生時期を前半と後半に分け、満 1 歳では前半生まれのオスは前半に、
後半生まれは後半に繁殖へ参加する可能性を示唆した。また精子形成能や精巣
重量などの季節変化を調べ、神奈川県では成獣は夏期に精子形成能を持った個
体の割合が低下するが、当歳の個体は逆に増加し、全体で見ると一定であるこ
とを明らかにした。 
以上より、2つの仮説は支持され、二峰性の分布に対してのオスの役割を明ら
かにした。 
最後に、繁殖特性の調査・研究を管理計画により導入しやすくするため、繁
殖特性の簡易的な判定手法の開発を行い、GSIの有用性を発見した。 
